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 大枠の目標（青字）を堅持した上で、優先順位の高い対策について、直近の目標工程 
 （緑字）を明確化 

中長期ロードマップ改訂（３/３） 
廃止措置等に向けた
中長期ロードマップ 

　平成 27 年６月 12 日の中長期ロードマップ改訂では、「30 ～ 40 年後の廃止措置終了」
等大枠の目標を堅持した上で、優先順位の高い対策である「汚染水対策」、「燃料取り出し」
を中心に、直近の目標工程を明確化しています。
　具体的には、汚染水対策としては、建屋内滞留水の処理完了の目標を堅持しつつ、汚染
水対策等の目標工程を新たに設定しました。燃料取り出しについても、大枠の目標を堅持
した上で、各号機の取り出し開始時期に関する目標工程を改訂しています。また、燃料デ
ブリ（溶けて固まった燃料）取り出しについても、大枠の目標を堅持した上で、２年後を
目途に号機ごとの取り出し方針を決定することとしています。

（出典：「平成 27 年６月 12 日 廃炉・汚染水対策関係閣僚等会議」
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/hairo_osensui/dai2/siryou1.pdf）

本資料への収録日：平成 28 年１月 18 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第6章 事故の状況




